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定例会
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3月

 交通安全協会宮守分会主催  交通安全協会宮守分会主催 
「馬っこ交通安全パレード」「馬っこ交通安全パレード」

宮守児童館からみやもり荘までの約１キロの区間を、
かわいいポニーと児童たちが歩いて地域住民に
交通安全を呼びかけます。
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定例会

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会

　
令
和
４
年
６
月
定
例
会

を
、
７
日
か
ら

を
、
７
日
か
ら
1717
日
ま
で

日
ま
で

のの
1111
日
間
の
会
期
で
開
催

日
間
の
会
期
で
開
催

し
、
一
般
質
問
は

し
、
一
般
質
問
は
1111
人
の
人
の

議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し

議
員
が
市
政
を
問
い
ま
し

た
。
た
。

　

市
が
提
出
し
た
案
件

　

市
が
提
出
し
た
案
件

は
、
全
４
議
案
で
、
条
例

は
、
全
４
議
案
で
、
条
例

２
件
、
補
正
予
算
２
件
を

２
件
、
補
正
予
算
２
件
を

審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の

審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

66月定例会月定例会
請
願

◆
請
願
第
２
号　

教
職
員
定
数
改
善
・
義

務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
２
分
の
１
復
元
を
は

か
る
た
め
の
、
２
０
２

３
年
度
政
府
予
算
に
係

る
意
見
書
採
択
の
要
請

に
関
す
る
請
願

［
請
願
者
］

  

岩
手
県
教
職
員
組
合
花
北
遠
野

支
部

　

支
部
長　

髙
橋　

克
典

 
 

ほ
か
１
名

 �

（
継
続
審
査
）

★地方税法等一部改正に伴う遠野市市税条例等の一部を改正する条例
★地方交付税の交付額、市債額等の確定に伴う補正予算

5月臨時会 　専決処分した次の内容の条例改正案と補正予算案が提
出され、原案のとおり承認しました。また奥友康悦監査
委員の選任について同意しました。

　

市
議
会
議
員
を
通
算
15
年
以
上
務
め
た
功
績

に
よ
り
、
議
員
３
名
が
全
国
市
議
会
議
長
会
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

ス
タ
ー
ト
し
た

産
後
ケ
ア
・

デ
イ
サ
ー
ビ
ス

問　
状
況
は
。

答　

市
内
に
住
所
が
あ

り
、
産
後
４
カ
月
未
満
の

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
宿

泊
施
設
を
利
用
し
、
朝
10

時
か
ら
夕
方
ま
で
、
お
母

さ
ん
の
望
む
ケ
ア
を
提
供

す
る
。
助
産
師
、
看
護
師

を
配
置
し
、
お
母
さ
ん
が

安
心
し
て
休
む
こ
と
で
、

育
児
へ
の
負
担
を
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
く
。
利
用
者
の

口
コ
ミ
か
ら
予
約
が
続
い

て
い
る
。

問　
里
帰
り
出
産
す
る
方

の
利
用
は
可
能
か
。

答　
現
在
は
市
民
が
利
用

を
し
て
い
る
が
、
今
後
は

里
帰
り
出
産
な
ど
、
広
域

的
な
利
用
も
検
討
し
事
業

の
充
実
を
図
り
た
い
。

出
身
学
生
支
援
事
業
に

つ
い
て

問　
内
容
は
。

答　
遠
野
市
立
学
校
出
身

の
学
生
を
対
象
に
、
年
２

回
３
０
０
０
円
分
の
日
用

品
、
食
料
品
な
ど
を
送
る

コ
ロ
ナ
対
策
支
援
事
業
で

あ
る
。

問　
周
知
方
法
は
。

答　
対
象
に
な
る
学
生
は

３
７
０
名
ほ
ど
い
る
。
広

報
や
遠
野
テ
レ
ビ
な
ど
家

族
か
ら
情
報
を
得
て
も
ら

う
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
広
く
情

報
を
周
知
し
て
い
き
た

い
。

問　
申
請
方
法
は
。

答　
学
生
が
対
象
な
の
で

申
請
は
ネ
ッ
ト
で
し
て
い

た
だ
き
、
申
請
で
得
た
情

報
を
活
用
し
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ

り
遠
野
市
や
県
内
の
就
職

情
報
な
ど
を
発
信
、
共
有

す
る
こ
と
で
、
遠
野
市
と

の
つ
な
が
り
を
得
た
い
と

考
え
て
い
る
。

農
業
担
い
手

育
成
事
業
が
変
わ
る

問　
今
ま
で
の
農
業
次
世

代
人
材
投
資
資
金
事
業
か

ら
、
新
規
就
農
者
育
成
総

合
対
策
事
業
に
変
わ
っ
た

が
、
内
容
は
。

答　
支
援
期
間
が
５
年
間

か
ら
３
年
間
に
な
っ
た

が
、
新
し
く
経
営
発
展
の

た
め
に
機
械
・
施
設
の
初

期
投
資
の
補
助
（
４
分
の

３
）
が
受
け
ら
れ
る
。

問　
３
経
営
体
の
予
算
に

な
っ
て
い
る
が
、
Ｉ
タ
ー

ン
等
の
新
規
就
農
者
か
。

答　
地
元
に
い
る
方
が
２

経
営
体
、
Ｕ
タ
ー
ン
が
１

経
営
体
。

問　
親
元
就
農
の
場
合
も

対
象
に
な
り
、
対
象
者
が

多
く
存
在
す
る
こ
と
に
な

る
が
そ
の
条
件
は
。

答　
親
と
別
部
門
を
立
ち

上
げ
る
か
、
親
の
経
営
を

継
承
し
た
場
合
は
、
更
に

発
展
さ
せ
る
こ
と
が
必
要

と
な
る
が
、
い
ず
れ
に
し

て
も
青
年
等
就
農
計
画
を

立
て
認
定
を
受
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

問　
こ
の
事
業
を
知
ら
な

い
農
業
者
に
対
し
て
Ｐ
Ｒ

し
、
更
に
農
業
の
担
い
手

育
成
と
確
保
に
力
を
入
れ

る
べ
き
で
は
。

答　
制
度
も
生
ま
れ
変
わ

っ
た
こ
と
か
ら
周
知
徹
底

を
図
り
、
農
業
の
担
い
手

を
増
や
し
た
い
。

予
算
等
審
査

特
別
委
員
会

　
予
算
等
審
査
特
別
委
員
会
（
議
長
を
除
く
17
人
の
議
員

で
構
成
、
委
員
長
多
田
勉
議
員
、
副
委
員
長
照
井
文
雄
議

員
）
は
、
条
例
２
件
、
予
算
２
件
に
つ
い
て
付
託
を
受
け
、

審
議
を
行
い
ま
し
た
。

　
今
委
員
会
で
は
、
今
後
の
施
策
全
般
に
わ
た
り
活
発
な

質
疑
を
交
わ
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
４
議
案
を
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

学生に日用品や食料品を送る
ことで、遠野とつながり続ける

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰
伝
達
式

荒川　栄悦 議員 照井　文雄 議員 菊池巳喜男 議員

　遠野市に住所のある産後１年未満（宿泊施設利
用の場合は産後４か月未満）のお母さんのうち、
下記のような悩みがある方。
　●産後に心身の不調や不安がある
　●育児に不安や疲れを感じる
　●授乳のことを相談したい

★利用できる方★

助産師が訪問します
自宅で相談やケアが受けられます
（無料・回数制限なし）

訪問産後ケア

助産院で相談やケアが
受けられます
（無料・回数制限なし）

ゆ り か ご
産 後 ケ ア

（市内宿泊施設）
ゆっくりとケアが受けられます
(10：00～15：30）

日 帰 り
産 後 ケ ア

【子育て世代包括支援総合相談窓口】
遠野市助産院「ねっと・ゆりかご」TEL 0198-62-1103

新たな事業で農業の担い手を支援
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6月
定例会

工
に
ミ
ス
は
な
か
っ
た

か
。

答　
体
育
館
脇
の
擁
壁
の

修
復
工
事
。過
去
の
設
計
・

施
工
に
間
違
い
は
な
い
と

判
断
し
、
前
回
同
様
の
工

事
を
行
う
予
定
。

問　
風
の
丘
改
修
工
事
の

内
容
は
。
昨
年
の
工
事
で

は
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
。

答　
昨
年
11
月
か
ら
雨
漏

り
が
発
生
し
て
い
る
箇
所

の
修
復
工
事
。
前
回
の
改

修
で
は
、
対
象
に
し
な
か

っ
た
箇
所
で
あ
り
、
見
つ

け
ら
れ
な
か
っ
た
。

問　
こ
ど
も
本
の
森
遠
野

の
改
修
工
事
の
内
容
は
。

答　
雨
ど
い
・
雪
止
め
を

今
回
で
工
事
し
た
い
。
ま

た
、
入
り
口
前
の
床
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
が
融
雪
剤
で

劣
化
し
た
た
め
修
復
工
事

を
行
い
た
い
。

問　
雨
ど
い
・
雪
止
め
は

理
解
で
き
る
。
し
か
し
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
融
雪
剤

を
い
く
ら
散
布
し
た
か
ら

と
い
っ
て
、
た
っ
た
１
年

で
劣
化
す
る
も
の
か
。
施

工
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

答　
施
工
に
問
題
が
あ
っ

た
と
は
考
え
て
い
な
い
。

問　
過
去
の
建
築
等
工
事

の
契
約
内
容
が
正
し
か
っ

た
か
検
証
を
行
っ
て
は
。

答　
す
べ
て
の
契
約
を
検

証
す
る
こ
と
は
物
理
的
に

不
可
能
。
市
民
の
税
金
を

預
か
っ
て
い
る
以
上
正
し

い
使
い
方
を
す
る
よ
う
、

今
後
の
工
事
に
あ
た
っ
て

は
十
分
に
留
意
し
て
進
め

て
ま
い
り
た
い
。

遠
野
産
品
売
上
ア
ッ
プ

推
進
事
業

問　

委
託
業
務
の
内
容

は
。

答　
ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
や
市
内
事
業
者
が
運

営
す
る
※
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で

販
売
す
る
商
品
を
開
発
す

る
業
務
。
市
役
所
内
で
商

品
案
を
出
し
、
※
遠
野
み

ら
い
づ
く
り
エ
リ
ア
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
商
品
を

磨
き
上
げ
る
。

問　
業
者
選
定
に
あ
た
っ

て
は
、
遠
野
み
ら
い
づ
く

り
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に

特
定
す
る
の
で
は
な
く
、

広
く
公
募
し
て
商
品
開
発

で
き
る
事
業
者
を
選
定
す

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

答　
エ
リ
ア
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
で
出
来
る
こ
と
は

や
る
。
出
来
な
い
こ
と
を

外
部
に
委
託
す
る
予
定
。

問　
す
で
に
別
の
事
業
者

に
委
託
済
み
の
ふ
る
さ
と

納
税
発
送
等
業
務
に
も
商

品
開
発
業
務
が
あ
る
。
二

重
で
の
委
託
に
な
る
の
で

は
な
い
か
。

答　
現
在
委
託
済
み
の
業

務
仕
様
に
、
返
礼
品
の
企

画
提
案
を
す
る
こ
と
と
あ

る
が
、
こ
れ
は
ゼ
ロ
か
ら

商
品
を
開
発
す
る
の
で
は

な
く
、
既
存
商
品
を
組
み

合
わ
せ
て
セ
ッ
ト
商
品
を

作
る
程
度
の
内
容
で
あ
る

こ
と
か
ら
二
重
の
業
務
の

発
注
に
は
な
ら
な
い
と
思

っ
て
い
る
。

※
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
と
は

　
自
社
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を

独
自
運
営
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で

販
売
す
る
サ
イ
ト

※
遠
野
み
ら
い
づ
く
り
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
と
は

　
官
民
が
一
体
と
な
り
、
ま
ち
な

か
エ
リ
ア
の
活
力
や
魅
力
に
あ

ふ
れ
持
続
的
に
発
展
す
る
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
と
と
も

に
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
実
現
す
る
た

め
の
自
立
・
自
走
型
の
仕
組
み

を
構
築
す
る
た
め
に
、
関
係
団

体
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
任
意
団

体
。

市
営
牧
場
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
へ

問　
放
牧
管
理
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
目
的
は
。

答　
荒
川
高
原
と
石
羽
根

牧
野
の
馬
と
牛
に
、
Ｉ
Ｃ

タ
グ
を
つ
け
管
理
す
る
。

事
前
に
位
置
が
把
握
で
き

る
た
め
、
点
呼
や
目
視
で

の
確
認
作
業
の
省
力
化
に

な
る
。

問　
健
康
管
理
は
大
丈
夫

か
。

答　
具
合
が
悪
く
一
定
時

間
動
き
が
な
い
場
合
に
は

状
況
が
把
握
で
き
る
。
治

療
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
監

視
体
制
の
強
化
に
な
る
。

問　
将
来
的
に
放
牧
料
の

値
上
げ
に
は
な
ら
な
い

か
。

答　
将
来
的
な
運
用
コ
ス

ト
は
、
実
証
の
中
で
検
証

し
て
い
く
。
Ｉ
Ｃ
タ
グ
の

購
入
な
ど
初
期
投
資
は
か

か
る
が
、
そ
の
後
は
通
信

費
が
中
心
と
な
る
。
現
在

値
上
げ
は
考
え
て
い
な

い
。

問　
利
用
頭
数
の
増
加
に

な
る
か
。

答　
サ
ー
ビ
ス
を
良
く
し

な
い
と
利
用
頭
数
は
増
え

な
い
。
今
後
も
、
担
当
課

職
員
も
現
場
に
入
り
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
に
懸
命
に
取

り
組
む
。

森
林
資
源
好
循
環

加
速
化
事
業
と
は

問　
森
林
資
源
好
循
環
加

速
事
業
予
算
の
内
容
は
。

答　
こ
れ
ま
で
使
わ
れ
て

い
な
か
っ
た
林
地
残
材
を

活
用
す
る
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
事
業
所
の
整
備
に

関
し
「
ふ
る
さ
と
融
資
制

度
資
金
」
を
活
用
し
て
民

間
事
業
者
に
貸
し
付
け
る

も
の
。

問　
市
で
貸
し
付
け
る
も

の
か
。

答　
市
債
に
よ
っ
て
無
利

子
で
貸
し
付
け
る
も
の
、

利
子
の
75
％
が
国
か
ら
地

方
交
付
税
措
置
さ
れ
る
。

問　
貸
し
付
け
金
の
返
済

期
間
は
。

答　
５
年
の
据
え
置
き
を

含
む
20
年
間
。

問　
事
業
費
は
20
億
円
の

う
ち
市
が
４
年
間
で
、
８

億
４
８
０
０
万
円
の
貸
し

付
け
、
事
業
効
果
は
。

答　
地
域
に
雇
用
と
産
業

が
新
た
に
生
ま
れ
林
地
残

材
に
付
加
価
値
が
生
ま
れ

る
。

問　
多
岐
に
わ
た
り
効
果

が
あ
る
事
業
と
受
け
止
め

る
が
収
益
性
は
。

答　
国
の
固
定
買
取
価
格

１
キ
ロ
ワ
ッ
ト
ア
ワ
ー
40

円
を
前
提
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
収
支
は
成

り
立
つ
と
考
え
る
。

建
設
関
係
予
算

問　
旧
土
淵
中
学
校
体
育

館
改
修
予
算
の
内
容
は
。

過
去
の
設
計
も
し
く
は
施

このコーナーでは、
市民のみなさまから議会に寄せられた
ご意見等の一部をご紹介します。
（文章は、原文のままですが、長い場合は
抜粋して掲載しています。）

市民の市民の 声声
最近、子どもや孫らも議会だよりを手にし読むよう
になりました。『議会』『市政』に興味、知るきっか

けになっているようです。� （宮守町、70代）

遠野議会だより楽しみにしております。高齢者です。
障がいがあり足が不自由です。タクシー券年１回の

配布ではなくせめて 2回にして頂きたいです。
� （遠野町、80代）

いつも愛読してます。見当せねばならぬこと多かっ
たりしますが、一人一人の議員さんたちが頑張り

がみられます。とてもすばらしいです。すずらん商品券
1000円分あたりますように� （鱒沢、40代）

遠野の新たな林業振興木質バイオマス発電事業

修繕予定の旧土淵中学校体育館脇の擁壁

森林資源好循環加速化事業

地方公共団体 民間金融機関

５年以上20年以内
（措置期間５年以内）

法人格を有する民間事業者

● 地域産業振興
● 交通・通信基盤整備
　　　　　　　　など

自
己
資
金
・

補
助
金

民間金融機関の連帯保証

（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）地方公共団体が保証料の補助を行う場合、
補助額の75％を地方交付税措置

〈 事 業 分 野 〉

Ａ銀行 Ｂ信金
地方債

無利子

荒川高原に放牧されている馬
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

年
遅
れ
て
も
計
画
を
皆
で

し
っ
か
り
話
し
合
い
、
で

き
る
だ
け
早
期
と
考
え
て

い
る
。

問�

　
宮
守
保
育
園
と
宮
守
児

童
館
を
併
設
し
て
の
建
て

替
え
、
さ
ら
に
運
動
広
場

の
拡
張
や
駐
車
場
、
周
辺

民
家
へ
の
通
い
道
な
ど
、

一
体
的
整
備
を
図
る
こ
と

で
子
育
て
環
境
が
と
と
の

う
現
在
地
が
、
建
設
場
所

に
は
ふ
さ
わ
し
い
と
思
う

が
。答

（
市
長
）�

　

現
在
地
を
否
定
す
る
も

の
で
は
な
い
。
皆
の
話
し

合
い
に
よ
っ
て
決
ま
る
も

の
と
理
解
し
て
い
る
。

問�

　
粡
町
７
号
線
を
保
育
園

道
路
に
接
続
す
れ
ば
除
雪

も
可
能
と
な
る
。

答
（
市
長
）�

　

現
在
、粡
町
７
号
線
は
。

生
活
に
身
近
な
道
づ
く
り

事
業
５
ヵ
年
計
画
に
載
っ

て
い
な
い
の
で
、
計
画
に

入
れ
る
こ
と
が
必
要
と
な

っ
て
い
る
。

問�

　
後
期
基
本
計
画
を
展
開

し
て
の
成
果
は
。

答
（
市
長
）�

　
「
遠
野
の
未
来
開
拓
予

算
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

今
の
遠
野
に
重
要
な
の
は

民
間
投
資
、
そ
れ
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
。
成
果
は
十

分
上
げ
ら
れ
る
。

問�

　
宮
守
保
育
園
建
て
替
え

計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

建
て
替
え
を
す
べ
き
と

考
え
て
い
る
。
宮
守
総
合

支
所
が
中
心
と
な
り
、
建

設
場
所
も
含
め
、
し
っ
か

り
宮
守
町
全
体
の
将
来
像

を
決
め
て
か
ら
と
考
え

る
。問�

　

建
て
替
え
は
何
年
度

か
。答

（
市
長
）�

　

何
年
と
申
し
上
げ
る
と

約
束
に
な
る
。
建
設
が
一

市
長	

手
ご
た
え
を
感
じ
る佐々木 敦緒 議員

第
２
次
遠
野
市
総
合
計
画

　

後
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

シカ対策ついて

一問一答方式

問�
　
自
衛
隊
Ｏ
Ｂ
等
や
全
国

の
猟
友
会
の
方
に
依
頼
し

て
、
徹
底
し
た
駆
除
が
必

要
と
思
う
、
当
局
で
考
え

る
効
果
的
な
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

今
年
度
は
岩
手
県
と
一

緒
に
高
原
に
沢
山
の
ワ
ナ

を
仕
掛
け
る
。

問�

　
ペ
ッ
ト
フ
ー
ド
の
製
造

や
動
物
園
に
シ
カ
肉
を
販

売
す
る
シ
カ
の
解
体
処
理

加
工
施
設
の
建
設
を
本
市

で
行
う
こ
と
を
提
案
す

る
。答

（
市
長
）�

　

ビ
ジ
ネ
ス
の
チ
ャ
ン
ス

と
し
た
い
。
ペ
ッ
ト
フ
ー

ド
等
は
十
分
あ
る
と
考
え

る
。
民
間
企
業
が
や
る
と

の
声
も
聞
こ
え
て
い
る
。

い
ず
れ
民
で
あ
り
官
で
あ

れ
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

問�

　
シ
カ
の
駆
除
の
達
成
度

合
い
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
２
年
度
は
２
３
７

１
頭
、
３
年
度
は
２
７
８

４
頭
捕
獲
し
た
。

問�

　
年
間
の
被
害
額
は
。

答
（
市
長
）�

　

９
９
０
１
万
円
の
現

状
。

市長 	シカの被害は切実

問�

　
社
会
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

人
口
減
少
や
高
齢
化
へ

の
対
応
、
地
域
の
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
人
材
の
育
成
な

ど
地
域
の
課
題
解
決
に
向

け
た
さ
ら
な
る
取
り
組
み

や
学
校
教
育
と
社
会
教
育

の
一
層
の
連
携
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
今
後
は
こ
れ

ま
で
の
取
り
組
み
を
継
続

し
な
が
ら
、
よ
り
多
く
の

住
民
の
主
体
的
な
参
画
を

得
る
こ
と
若
手
か
ら
ベ
テ

ラ
ン
ま
で
の
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
に
努
め
る
こ
と
を
重

点
と
し
て
社
会
教
育
の
充

実
に
向
け
取
り
組
む
。

問�

　
新
教
育
長
の
教
育
行
政

に
関
す
る
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

私
の
強
み
は
教
員
と
し

て
37
年
勤
務
し
て
き
た
こ

と
。
重
点
方
針
と
し
て
、

小
中
学
校
の
現
場
の
声
を

聞
く
こ
と
、
地
域
や
保
護

者
の
皆
さ
ま
と
連
携
を
図

る
こ
と
の
２
点
。
強
い
使

命
感
と
責
任
感
を
も
っ
て

教
育
行
政
を
牽
引
し
て
い

く
覚
悟
で
あ
る
。

問�

　
生
涯
学
習
と
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

個
人
の
生
活
の
向
上
職

業
上
の
能
力
の
向
上
等
を

目
指
し
自
発
的
な
意
志
に

基
づ
い
て
行
う
こ
と
を
基

本
と
し
て
必
要
に
応
じ
自

分
に
適
し
た
手
段
お
よ
び

方
法
を
自
ら
選
び
な
が
ら

生
涯
を
通
じ
て
行
う
も

の
。
学
校
教
育
・
社
会
教

育
の
み
な
ら
ず
個
人
の
趣

味
も
生
涯
学
習
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

問�

　
学
校
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

令
和
の
日
本
型
学
校
教

育
の
推
進
と
学
校
家
庭
地

域
が
協
働
し
て
取
り
組
む

『
学
校
運
営
協
議
会
制
度
』

に
よ
る
学
校
運
営
の
二
つ

を
基
軸
と
し
て
、
遠
野
の

教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問�

　
家
庭
教
育
の
方
針
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

家
庭
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

を
開
催
し
、
全
国
的
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
情
報
メ

デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き

合
い
方
な
ど
、
家
庭
教
育

の
課
題
に
即
し
た
学
習
の

機
会
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
り
家
庭
及
び
地
域
の

教
育
力
の
向
上
に
努
め

る
。

　

学
校
運
営
協
議
会
等
と

連
携
し
地
域
で
子
ど
も
を

育
て
る
と
い
う
観
点
の
下

取
り
組
み
を
進
め
る
。

教
育
長	

小
中
学
校
の
現
場
の

	
	

声
を
聞
く
こ
と 小松 正真 議員

新
教
育
長
の
方
針
は

一問一答方式

社会教育に対する方針は
教育長 	リーダー育成に努めることを重点に充実を図る

市民の皆さま教育長室に遊びに来てくださいby教育長

建て替えをひっそり待つ
宮守保育園

懸
命
に
電
気
柵
を
張
り
巡
ら
す
農
家
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

問�

　
介
護
・
障
が
い
福
祉
事

業
者
へ
の
支
援
強
化
を
。

答
（
市
長
）�

　

国
・
県
の
支
援
策
の
情

報
収
集
に
努
め
検
討
す
る
。

問�

　
宴
会
・
仕
出
し
の
利
用

促
進
を
。

答
（
市
長
）�

　

積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
、
そ
の
よ
う
な
経

済
活
動
も
同
時
に
行
う
よ

う
呼
び
か
け
た
い
。

問�

　
コ
ロ
ナ
禍
で
「
ひ
と
り

親
世
帯
」
の
経
済
的
な
困

窮
・
不
安
定
な
生
活
基
盤

の
実
態
が
、
改
め
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。
仕
事
・

子
育
て
・
住
環
境
等
の
課

題
へ
の
対
応
と
移
住
定
住

の
支
援
策
を
組
み
合
わ

せ
、「
ひ
と
り
親
世
帯
」

の
本
市
へ
の
移
住
定
住
を

促
進
し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

情
報
収
集
し
た
い
と
考

え
て
い
た
。
積
極
的
に
相

談
し
な
が
ら
総
合
的
に
取

り
組
み
た
い
。

問�

　
人
間
力
を
高
め
る
上
で

芸
術
文
化
の
力
は
欠
か
せ

な
い
。
積
極
的
な
招
致
活

動
と
鑑
賞
支
援
の
充
実

を
。答

（
市
長
）�

　

多
く
の
芸
術
に
触
れ
て

い
た
だ
き
た
い
。
積
極
的

に
取
り
組
む
。

問�

　
電
気
・
ガ
ス
・
上
下
水

道
料
金
の
負
担
軽
減
に
取

り
組
む
必
要
は
。

答
（
市
長
）�

　

効
果
が
一
時
的
な
事
業

と
な
ら
な
い
よ
う
配
慮

し
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握

に
努
め
、
タ
イ
ミ
ン
グ
を

逸
し
な
い
対
策
を
講
じ

る
。問�

　
交
通
事
業
者
・
運
送
業

へ
の
支
援
の
充
実
を
。

答
（
市
長
）�

　

交
通
事
業
者
に
市
独
自

の
追
加
支
援
を
行
う
。
運

送
事
業
者
へ
の
支
援
策

は
、
今
後
の
状
況
等
を
注

視
し
検
討
す
る
。

市
長	

積
極
的
に
進
ん
で
行
き
た
い

小林 立栄 議員

脱
炭
素・循
環
型

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
推
進
を

コロナ禍、原油価格・
　物価高騰から反転攻勢を

一括質問方式

問�
 

※
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ

イ
ン
ト
推
進
事
業
を
活
用

し
て
は
。

答
（
市
長
）�

　

具
体
化
が
必
要
。
動
機

付
け
と
し
て
期
待
し
て
い

る
。問�

　
学
校
施
設
で
の
取
り
組

み
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

照
明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

な
ど
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を

進
め
て
い
る
。
エ
ア
コ
ン

等
の
適
切
な
使
用
に
よ
る

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
太
陽
光

発
電
等
の
創
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
に
よ
る
※
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化

の
検
討
を
進
め
る
必
要
が

あ
る
。

問�

　
給
食
の
牛
乳
を
、
紙
ス

ト
ロ
ー
や
直
接
飲
め
る
紙

パ
ッ
ク
に
変
更
し
て
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

現
状
で
は
対
応
が
難
し

い
と
聞
い
て
い
る
が
、
業

者
へ
働
き
か
け
て
い
き
た

い
。

※�

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
フ
・
ポ
イ
ン
ト

推
進
事
業

　
消
費
者
一
人
ひ
と
り
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
転
換
を
加
速
さ
せ

る
観
点
か
ら
、
環
境
配
慮
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
の
選
択
等
の
消
費
者

の
環
境
配
慮
行
動
に
対
し
、
企

業
や
地
域
等
が
ポ
イ
ン
ト
を
発

行
す
る
取
り
組
み
を
支
援
す
る

環
境
省
の
事
業
。

※
Ｚ
Ｅ
Ｂ

　

施
設
の
省
エ
ネ
に
よ
っ
て
エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
を
減
ら
し
、

創
エ
ネ
に
よ
り
使
用
す
る
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
つ
く
る
こ
と
で
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
量
の
正
味
ゼ
ロ
を

目
指
し
た
建
築
物
。

市長 	新規取り組みや未来への
	 　投資を積極的に支援する

問�

　
市
内
に
各
種
郷
土
芸
能

保
存
会
が
65
団
体
存
在

し
、
伝
承
活
動
を
通
し
て

観
光
振
興
や
地
域
活
性
化

に
貢
献
し
て
い
る
。
一
方

で
、
人
口
減
少
と
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
存
続
危
機
に
直

面
し
て
い
る
。
市
の
さ
ら

な
る
支
援
措
置
が
必
要
で

な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

郷
土
芸
能
は
遠
野
の
宝

で
あ
り
支
援
を
継
続
す

る
。
芸
能
団
体
に
は
新
た

な
取
り
組
み
へ
の
挑
戦
を

期
待
し
た
い
。

問�

　
市
内
に
は
17
の
し
し
踊

り
保
存
会
が
あ
る
。
遠
野

郷
の
し
し
踊
り
を
１
つ
の

連
合
体
と
し
て
、
国
の
重

要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

に
向
け
て
取
り
組
む
べ
き

で
な
い
か
。

答
（
市
長
）�

　

国
指
定
に
は
事
前
に
学

術
調
査
や
大
学
教
授
の
支

援
、
費
用
な
ど
が
発
生
す

る
も
の
の
、
市
と
し
て
国

指
定
に
向
け
て
前
向
き
に

取
り
組
む
。

都
合
に
よ
る
。
今
後
の
活

用
策
は
地
域
の
方
々
と
相

談
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

ま
た
使
用
に
関
し
市
外
の

方
か
ら
も
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。

問�

　
遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ

ッ
ジ
は
市
民
の
期
待
も
大

き
か
っ
た
が
途
中
で
頓
挫

し
た
感
じ
が
す
る
。
原
因

と
経
緯
、
今
後
の
対
応
策

に
つ
い
て
市
民
に
情
報
公

開
す
べ
き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
民
の
期
待
も
大
き
い

と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
正

確
な
情
報
を
公
表
す
る
こ

と
と
し
た
い
。

市
長	

リ
セ
ッ
ト
し
て
や
り
直
す

市
長	

活
動
を
支
援
し

	

　
確
実
に
伝
承
さ
せ
る

佐々木 大三郎 議員

遠
野
み
ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
の

　

今
後
の
対
応
は

遠
野
郷
し
し
踊
り
の

　

伝
承
活
動

一問一答方式

問�

　
遠
野
市
と
富
士
ゼ
ロ
ッ

ク
ス
㈱
両
者
と
の
運
営
協

定
締
結
に
よ
り
、
校
舎
整

備
等
に
２
億
円
以
上
を
投

じ
て
開
設
さ
れ
た
も
の

の
、
そ
の
後
、
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
は
途
中
撤
退
し
最

近
は
殆
ど
利
用
者
が
見
受

け
ら
れ
な
い
。
今
後
の
対

応
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

事
業
運
営
は
、「
一
般

社
団
法
人
遠
野
み
ら
い
創

り
カ
レ
ッ
ジ
」
に
自
主
運

営
を
お
願
い
す
る
。
市
と

し
て
は
こ
れ
ま
で
の
や
り

方
を
リ
セ
ッ
ト
し
、
新
た

な
視
点
と
発
想
で
や
り
直

す
。問�

　
カ
フ
エ
レ
ス
ト
ラ
ン
は

７
６
０
０
万
円
を
投
じ
て

開
設
し
た
も
の
の
、
３
年

弱
で
閉
店
し
て
し
ま
っ

た
。
閉
店
の
理
由
と
今
後

の
活
用
策
は
。

答
（
市
長
）�

　

閉
店
は
事
業
者
で
あ
る

「
一
般
社
団
法
人
遠
野
み

ら
い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
」
の

その他の質問
◦�市民の健康を守る取
り組みの充実を

脱炭素・循環型ライフスタイルへ、
マイボトル用冷水器の設置も。

殆ど利用されない最近の「遠野みらい創りカレッジ」
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本
市
に
お
い
て
は
、
全

小
学
校
で
幼
児
期
の
経
験

が
各
教
科
に
円
滑
に
接
続

さ
れ
る
よ
う
ス
タ
ー
ト
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
と
い
う
効
果

的
で
関
連
的
な
指
導
を
行

う
弾
力
的
な
時
間
割
を
実

施
し
て
お
り
、
幼
児
教
育

施
設
と
の
連
携
も
図
る
な

ど
十
分
な
対
策
を
講
じ
て

い
る
。

問�

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
ス

ク
着
用
の
常
態
化
に
よ

り
、
子
供
た
ち
が
マ
ス
ク

を
外
せ
な
く
な
る
こ
と
に

よ
る
健
康
上
の
懸
念
が
全

国
的
に
問
題
化
し
て
い

る
。
本
市
の
状
況
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

本
市
で
は
文
科
省
の
通

達
に
基
づ
き
、
マ
ス
ク
着

脱
の
指
導
内
容
を
各
学
校

に
通
知
し
て
い
る
。
今
の

と
こ
ろ
マ
ス
ク
着
脱
に
関

す
る
問
題
は
発
生
し
て
い

な
い
が
、
引
き
続
き
丁
寧

な
指
導
や
説
明
を
行
っ
て

い
く
。

問�

　
少
子
化
に
よ
る
複
式
学

級
の
増
加
等
、
市
内
11
小

学
校
間
で
は
人
数
格
差
が

顕
著
な
た
め
学
校
再
編
の

議
論
を
望
む
声
も
あ
る

が
、ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

市
内
小
学
校
に
お
け
る

令
和
４
年
度
の
児
童
数
は

１
０
３
０
人
で
、
令
和
10

年
度
は
８
０
０
人
を
下
回

る
見
込
み
だ
が
、
複
式
学

級
は
各
児
童
に
目
が
行
き

届
き
や
す
い
メ
リ
ッ
ト
も

あ
り
、
当
面
現
状
の
11
校

を
維
持
し
つ
つ
、
今
後
の

動
向
を
注
視
す
る
。

問�

　
小
学
校
１
年
生
に
入
学

し
た
児
童
が
、
お
と
な
し

く
授
業
を
聞
け
ず
、
学
級

ル
ー
ル
や
教
員
の
指
示
に

も
従
わ
ず
、
集
団
行
動
も

と
れ
な
い
な
ど
の
「
小
１

プ
ロ
ブ
レ
ム
（
問
題
）」

に
つ
い
て
、
本
市
の
状
況

は
。答

（
教
育
長
）�

教
育
長	

当
面
は
現
状
の
11
校
を
維
持
し
つ
つ
、

	
	

　
動
向
を
注
視
し
て
い
く

萩野 幸弘 議員

少
子
化
傾
向
を
踏
ま
え
た

　

小
学
校
再
編
議
論
の
有
無
は

情報ビジネス校の
　跡地活用や交流人口拡大
　　　　　　　対策の状況は

一問一答方式

問�

　
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
校
跡
地

活
用
対
策
の
最
新
状
況

は
。答

（
市
長
）�

　

様
々
な
チ
ャ
ン
ネ
ル
を

持
ち
引
き
続
き
可
能
性
を

探
っ
て
い
る
。

問�

　
来
年
Ｓ
Ｌ
銀
河
も
終
了

す
る
が
、
新
た
な
交
流
人

口
拡
大
策
を
検
討
す
べ
き

で
は
。

答
（
市
長
）�

　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
あ

ら
ゆ
る
策
を
模
索
し
実
践

す
る
。

市長 	引き続きあらゆる可能性を
	 　模索しながら跡地活用や
	 　　交流人口の拡大に努める

問�

　
遠
野
市
学
校
教
育
指
導

指
針
に
係
る
学
校
教
育
構

想
の
中
で
、
教
育
目
標
を

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る

か
。答

（
教
育
長
）�

　

知
徳
体
の
バ
ラ
ン
ス
の

取
れ
た
人
間
育
成
の
確
か

な
学
力
と
豊
か
な
心
、
健

や
か
な
体
の
バ
ラ
ン
ス
よ

く
育
ん
で
い
く
。そ
し
て
、

時
代
を
生
き
抜
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。

　

教
育
の
果
た
す
役
割
は

極
め
て
大
き
い
。

問�

　
中
学
校
の
部
活
動
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え

方
で
進
も
う
と
し
て
い
る

の
か
。

答
（
教
育
長
）�

　

学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
人
間
関
係
の
構
築
な

ど
教
育
的
意
義
が
大
き

い
。

問�

　

国
で
は
、「
デ
ジ
タ
ル

田
園
都
市
国
家
構
想
」
の

基
本
方
針
を
公
表
し
、
デ

ジ
タ
ル
を
活
用
し
て
活
性

化
に
取
り
組
む
自
治
体
を

財
政
支
援
す
る
方
針
で
あ

る
が
、遠
野
市
の
対
応
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部

を
設
置
し
た
。
庁
舎
組
織

を
横
断
的
に
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、
そ

の
中
で
医
療
や
農
業
関
係

な
ど
多
方
面
か
ら
検
討

し
、
総
合
戦
略
を
作
成
し

て
い
き
た
い
。

問�

　
少
子
高
齢
化
の
中
、
若

者
の
就
業
機
会
が
不
足

し
、
遠
野
市
か
ら
大
都
市

に
人
口
の
流
出
を
招
い
て

い
る
。
今
回
、
国
の
方
針

で
あ
る
デ
ジ
タ
ル
人
材
育

成
の
場
と
し
て
「
デ
ジ
タ

ル
学
園
都
市
構
想
」
を
早

急
に
打
ち
出
し
、
強
く
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
よ

り
、
人
口
の
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
ら
れ
る
、
と
も

考
え
ら
れ
る
。
市
長
の
考

え
は
。

答
（
市
長
）�

　

遠
野
市
の
環
境
作
り
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
進
ん
で

い
き
た
い
と
思
う
。

問�

　
こ
の
構
想
の
中
で
、
デ

ジ
タ
ル
推
進
員
を
全
国
各

地
に
配
置
す
る
計
画
も
あ

る
。
遠
野
市
へ
の
配
置
を

誘
致
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
市
長
）�

　

経
済
産
業
省
の
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
と
交
流
を
進
め
て

い
る
。
積
極
性
を
持
っ
て

進
ん
で
い
き
た
い
。

市
長	

積
極
的
に
事
業
化
を
進
め
て
い
き
た
い

菊池 巳喜男 議員
（遠野令和会）

国
の
デ
ジ
タ
ル

　

田
園
都
市
国
家
構
想
を

　
　

ど
の
よ
う
に
考
え
る
か

一問一答方式

学校教育の充実について、
　どのような方針で取り組んで行くのか

教育長 	 教育の果たす役割は極めて大きい

少子化における小学校の適正規模は
（写真はイメージ）

活躍が期待される
ドローン等による
スマート農業
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

答
（
教
育
長
）�

　

小
中
学
校
で
は
児
童
生

徒
に
本
気
で
英
語
を
使
わ

せ
る
こ
と
を
柱
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
児
童
生
徒
が

本
気
で
英
語
を
伝
え
よ
う

と
す
る
場
面
を
創
出
す
る

場
面
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
定
期

的
に
派
遣
し
て
い
る
。
児

童
生
徒
が
何
度
も
繰
り
返

し
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
る
な
か
で
気
持
ち
や

考
え
を
相
手
に
理
解
し
て

も
ら
う
「
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ

ョ
ン
本
来
の
喜
び
」
を
味

あ
わ
せ
る
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
。
市
民
の
力
を
お

借
り
す
る
こ
と
も
大
変
良

い
こ
と
、
市
内
の
人
材
発

掘
も
心
が
け
た
い
。

問�

　
現
在
の
小
中
学
校
の
英

語
活
動
と
授
業
の
様
子
を

伺
う
。

答
（
教
育
長
）�

　

新
学
習
指
導
要
領
に
よ

り
、
小
学
校
３
・
４
年
生

で
は
週
１
回
の
英
語
活
動

が
、
５
・
６
年
生
で
は
週

２
回
の
教
科
書
を
使
っ
た

英
語
の
学
習
を
し
て
い

る
。
小
中
学
校
を
通
し
て

「
聞
く
、
書
く
、
話
す
」

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
力
を
培
う
。

問�

　
英
語
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の

市
民
が
い
る
。
協
力
を
頂

き
、
ネ
イ
テ
ィ
ブ
な
英
語

学
習
と
観
光
や
伝
統
芸

能
、
海
外
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
英
会
話
、
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
の
積
み
重
ね
で
、
子

ど
も
の
意
欲
を
高
め
て

は
。

教
育
長		「
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

	
	
	

本
来
の
喜
び
」を
経
験
さ
せ
た
い

佐々木 恵美子 議員

小
中
学
校
英
語
学
習
、

　
「
体
験
の
積
み
重
ね
」が

　
　

必
要
で
は
な
い
か

親の心境は複雑、
　こどものコロナワクチン接種。
　　市の勧奨は

一問一答方式

問�

　
子
ど
も
へ
の
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
を
防
ぎ
た
い
一
方

で
、
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
副
反
応
が
心
配

で
、
悩
ん
で
い
る
方
も
多

い
。
接
種
の
状
況
は
。

答
（
市
長
）�

　

接
種
効
果
と
副
反
応
の

双
方
に
つ
い
て
、
メ
デ
ィ

ア
や
Ｈ
Ｐ
で
情
報
が
あ

る
。
市
内
の
各
保
育
園
、

小
学
校
を
通
じ
て
、
リ
ー

フ
レ
ッ
ト
を
対
象
世
帯
に

配
布
し
、
理
解
し
た
う
え

で
接
種
す
る
よ
う
に
努
め

て
い
る
。
情
報
収
集
に
注

意
を
注
い
で
い
る
。

　

５
歳
か
ら
11
歳
は
約
31

％
、
11
歳
か
ら
17
歳
２
回

目
約
61
％
、
３
回
目
19
・

６
％
と
な
っ
て
い
る
。

問�

　
子
ど
も
の
接
種
副
反
応

に
つ
い
て
、
学
校
な
ど
を

通
じ
て
の
情
報
は
あ
る

か
。答

（
市
長
）�

　

集
団
接
種
、個
人
接
種
、

学
校
な
ど
を
通
じ
て
副
反

応
の
情
報
は
入
っ
て
い
な

い
。問�

　
未
接
種
の
子
ど
も
へ
、

接
種
の
勧
奨
の
計
画
は
。

答
（
市
長
）�

　

積
極
的
に
子
ど
も
へ
の

接
種
を
希
望
さ
せ
る
保
護

者
も
い
る
。
市
は
強
制
せ

ず
、
子
ど
も
の
接
種
へ
勧

奨
は
し
な
い
。

市長 	市は、勧奨しない

問�

　
電
気
、
ガ
ス
、
食
材
料

の
値
上
げ
分
転
嫁
、
保
護

者
の
学
校
給
食
へ
の
負
担

経
減
は
。

答
（
市
長
）�

　

給
食
費
に
関
し
て
増
額

分
の
転
嫁
は
せ
ず
、
何
ら

か
の
事
情
が
生
じ
た
時
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の

活
用
や
学
校
集
金
学
校
給

食
費
の
支
援
を
行
う
。

問�

　
18
歳
ま
で
の
子
供
の
医

療
費
の
助
成
、
自
己
負
担

の
全
額
支
援
拡
充
の
考
え

は
。答

（
市
長
）�

　

現
在
当
市
は
厳
し
い
状

況
、
方
向
性
を
し
っ
か
り

議
論
す
べ
き
と
思
う
。
将

来
に
向
か
い
無
償
の
話
し

も
し
て
い
く
。

問�

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

新
規
感
染
、
教
育
や
高
齢

施
設
の
、
件
数
と
現
場
の

状
況
は
。

答
（
総
務
企
画
部
長
）�

　

２
集
団
感
染
は
教
育
関

連
７
件
、職
場
関
連
１
件
、

高
齢
施
設
関
連
１
件
。
警

戒
レ
ベ
ル
を
５
段
階
で
設

定
、
感
染
状
況
に
応
じ
対

応
。
当
該
施
設
、
中
部
保

健
所
と
連
携
し
、
学
校
や

教
育
施
設
に
お
い
て
臨
時

休
業
を
実
施
し
た
。

問�

　
当
市
に
お
け
る
感
染
の

要
因
は
。
施
設
従
業
員
感

染
、自
宅
療
養
の
支
援
は
。

答
（
市
長
）�

　

県
の
統
計
家
庭
内
感
染

が
５
割
、
学
校
や
教
育
保

育
施
設
職
場
９
施
設
、
ス

ポ
ー
ツ
活
動
約
４
割
、
飲

食
１
割
。
自
宅
療
養
者
の

支
援
と
し
て
、
岩
手
健
康

観
察
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

が
24
時
間
体
制
の
相
談
に

応
じ
て
い
る
。
血
中
酸
素

濃
度
測
定
器
パ
ル
ス
Ｏ
Ｘ

Ｙ
メ
ー
タ
ー
の
貸
し
出
し

や
生
活
用
品
等
の
購
入
を

支
援
す
る
。

問�

　
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
現
在
の

取
り
組
み
は
。

答
（
市
長
）�

　

診
療
検
査
医
療
機
関
等

と
し
て
六
医
療
機
関
が
県

の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
無
料
受

検
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い

る
。
市
内
４
つ
の
医
療
機

関
が
登
録
し
て
い
る
。

市
長	

年
明
け
以
降
第
六
波
の
感
染
、

	

　
県
や
他
医
療
機
関
の
応
援
で
沈
静
化

佐々木 僚平 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　

集
団
的
感
染
拡
大

一問一答方式

急激な物価高騰対策の支援について
市長 	急激な原油価格、物価高騰による
	 　市内経済への影響が懸念される。
	 　　各種の交付金補助金を活用し経済対策を実施

その他の質問
◦�消費税減税、インボイ
ス制度導入について

物価高騰により支援が必要な牧草地

交流事業による英語コミュニケーション

Hello
everyone !
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（文責本人） （文責本人）市 政 を 問 う 市 政 を 問 う

　

米
に
つ
い
て
は
、
市
場

開
拓
と
省
コ
ス
ト
推
進
を

目
的
と
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
等
、
あ
ら
ゆ
る

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。

問�

　
米
価
下
落
の
中
、
肥
料

や
燃
料
、畜
産
の
飼
料
等
、

資
材
高
騰
が
課
題
と
な
っ

て
い
る
。
持
続
可
能
な
経

営
に
向
け
た
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

支
援
策
と
し
て
、
飼
料

用
牧
草
の
生
産
に
10
ア
ー

ル
当
た
り
１
，０
０
０
円
、

有
機
栽
培
等
肥
料
の
コ
ス

ト
削
減
を
図
る
土
壌
・
堆

肥
成
分
診
断
な
ど
の
費
用

に
対
し
、
新
規
に
10
ア
ー

ル
当
た
り
７
万
円
、
耕
作

放
棄
地
活
用
に
は
10
ア
ー

ル
当
た
り
３
万
円
を
加
算

す
る
。

問�

　
令
和
３
年
度
の
転
作
実

績
と
転
作
牧
草
の
実
態
及

び
改
正
に
よ
る
水
田
活
用

交
付
金
の
影
響
は
。

答
（
市
長
）�

　

令
和
３
年
度
は
需
要
に

応
じ
た
米
生
産
の
た
め
の

飼
料
用
米
中
心
に
作
付
け

転
換
を
図
り
、
そ
の
交
付

対
象
面
積
は
令
和
２
年
度

比
１
２
７
ヘ
ク
タ
ー
ル
増

の
１
０
５
３
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
経
営
所
得
安
定
対
策

等
交
付
金
は
前
年
度
比
１

憶
６
５
０
０
万
円
増
の
６

億
３
２
０
０
万
円
と
な
っ

た
。
牧
草
を
含
む
飼
料
作

物
の
交
付
対
象
面
積
は
、

令
和
２
年
度
比
７
ヘ
ク
タ

ー
ル
増
の
５
８
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
、
交
付
額
は
２
億
４

千
万
円
と
な
っ
た
。

　

令
和
４
年
度
は
交
付
単

価
見
直
し
に
伴
い
、
相
応

の
減
が
予
想
さ
れ
る
。
草

地
利
用
を
引
き
続
き
行
う

場
合
は
、
地
域
農
業
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
基
づ
く
農

地
集
積
化
と
合
わ
せ
、
地

域
内
飼
料
生
産
体
制
の
構

築
と
安
定
し
た
供
給
先
確

保
で
飼
料
生
産
の
継
続
に

つ
な
げ
た
い
。

市
長	

農
家
の
コ
ス
ト
削
減
に
新
た
な
支
援
策
を

多田　勉 議員

市
が
直
面
す
る
課
題
の

　
　
　
　

現
状
と
対
策
に
つ
い
て
問
う

一問一答方式

問�

　
今
こ
そ
公
共
牧
場
の
積

極
的
活
用
を
促
し
て
、
牧

野
使
用
料
の
軽
減
や
粗
飼

料
供
給
事
業
で
は
粗
飼
料

単
価
の
引
き
下
げ
を
す
る

な
ど
、
農
家
の
負
担
軽
減

に
つ
な
が
る
支
援
を
す
べ

き
で
は
。

答
（
市
長
）�

　

市
外
へ
の
放
牧
が
１
０

０
頭
ほ
ど
あ
る
と
い
う
の

は
大
き
な
問
題
だ
。
遠
野

市
よ
り
も
高
い
放
牧
料
で

は
あ
る
が
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
が
違
う
の
で
、
そ
の
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　

最
終
的
に
粗
飼
料
単
価

や
放
牧
料
と
い
う
こ
と
に

な
れ
ば
判
断
し
て
い
く
。

問�

　
林
業
の
経
営
活
動
が
遠

野
の
山
村
振
興
を
牽
引
す

る
。
こ
れ
か
ら
の
林
業
に

関
す
る
事
業
展
開
は
。

答
（
市
長
）�

　

伐
採
後
の
再
造
林
は
３

割
で
あ
る
と
と
も
に
適
正

伐
期
に
遅
れ
が
あ
る
。

　

バ
イ
オ
発
電
事
業
な
ど

が
出
て
き
て
お
り
、
合
理

的
な
森
林
経
営
を
し
な
が

ら
山
主
に
収
入
を
も
た
ら

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
関
係
者
で
長
期

的
な
ビ
ジ
ョ
ン
を
組
み
立

て
て
い
く
。

問�

　
こ
れ
ま
で
の
市
内
高
校

２
校
存
続
活
動
の
取
り
組

み
へ
の
評
価
や
認
識
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

県
立
高
校
再
編
計
画
・

後
期
計
画
（
令
和
３
年
度

～
７
年
度
）
期
間
内
の
統

合
は
回
避
さ
れ
、
２
校
存

続
が
決
定
し
て
い
る
。

　

こ
れ
は
市
民
や
関
係
団

体
・
行
政
が
一
丸
と
な
り

取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た

成
果
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

問�

　
前
教
育
長
は
中
部
教
育

事
務
所
長
の
職
を
辞
し
、

ふ
る
さ
と
遠
野
市
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
と
堅
実
な

手
腕
を
発
揮
さ
れ
て
い

た
。１
期
３
年
の
退
任
は
、

送
り
出
し
た
側
の
岩
手
県

教
育
委
員
会
と
の
信
頼
関

係
や
、
心
証
を
悪
く
し
た

の
で
は
と
の
懸
念
を
抱
く

が
、
県
教
委
と
の
関
係
の

弱
体
化
の
認
識
と
、
今
後

の
市
内
高
校
２
校
存
続
活

動
の
対
応
に
つ
い
て
は
。

答
（
教
育
長
）�

　

県
教
委
と
の
関
係
が
弱

体
化
し
て
い
る
と
認
識
は

し
て
い
な
い
。
現
在
、
学

校
教
育
課
長
と
指
導
主
事

２
名
の
３
名
の
県
の
職
員

が
配
置
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
は
、
両
校
の
特
色

あ
る
教
育
活
動
を
支
援
し

な
が
ら
一
層
の
魅
力
化
を

図
っ
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
支
援
・
協
力
を
し
て
い

き
た
い
。

問�

　
平
成
30
年
２
月
20
日
、

前
本
田
市
長
時
代
に
遠
野

市
と
、
遠
野
施
設
管
理
サ

ー
ビ
ス
・
遠
野
市
教
育
文

化
振
興
財
団
・
遠
野
み
ら

い
創
り
カ
レ
ッ
ジ
の
４
者

で
締
結
さ
れ
、
社
会
教
育

と
人
づ
く
り
・
地
域
づ
く

り
・
健
康
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
連
携
協
定
書
が
、

何
の
事
前
協
議
も
な
く
終

了
申
出
が
市
側
か
ら
一
方

的
に
本
年
３
月
末
に
発
出

さ
れ
て
い
る
経
緯
は
。

答
（
市
長
）�

　

担
当
課
か
ら
伺
い
が
あ

り
、
状
況
を
聞
い
て
そ
の

方
向
で
進
め
て
下
さ
い
と

指
示
を
し
た
。

　

成
果
は
あ
る
意
味
認
め

る
上
で
リ
セ
ッ
ト
し
て
、

市
民
に
本
当
の
理
念
に
基

づ
い
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
す
べ
き
と
い
う
判
断
で

の
結
論
で
あ
る
。

問�

　
協
定
終
了
申
出
書
発
出

の
翌
日
に
、
至
急
会
議
開

催
を
要
望
す
る
意
見
文
書

を
出
し
て
い
る
相
手
団
体

も
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
４

者
の
会
議
を
開
催
し
た
の

か
。答

（
市
長
）�

　

４
月
１
日
の
時
点
で
の

話
は
把
握
し
て
い
な
い
。

　

時
期
は
少
し
経
っ
て
い

る
が
、
必
要
で
あ
れ
ば
開

催
し
て
い
く
。

市
長	

今
の
協
定
は
見
直
し

	

　
リ
セ
ッ
ト
す
る
と
い
う
判
断

瀧本 孝一 議員
（遠野令和会）

４
者
連
携
協
定
書
の

　

一
方
的
終
了
申
出
は
な
ぜ

一問一答方式

県教委との関係や
　高校２校存続の取組は

教育長 	 一層の魅力化を図っていくことが重要

早急に地元や関係団体と協議の上、
活用方針の策定が必要な旧土淵中学校

令
和
２
年
８
月
発
行
の｢

広
報

遠
野｣

に
掲
載
さ
れ
た
記
事
の

一
部

令和 4年度遠野市緑化祭「里山フェスタ2022」で植樹する参加者
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（文責本人）市 政 を 問 う

築
す
る
よ
う
で
あ
る
。
市

に
と
っ
て
は
喜
ば
し
い
こ

と
で
あ
り
、若
者
の
定
住
、

定
着
へ
と
夢
が
広
が
る
。

　
「
子
育
て
す
る
な
ら
遠

野
」
を
実
践
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
。
し
か
し
、

産
婦
人
科
医
が
い
な
い
の

は
致
命
的
な
こ
と
で
あ

り
、
市
内
で
の
出
産
は
で

き
な
い
状
態
で
あ
る
。
産

婦
人
科
、
小
児
科
の
招
へ

い
に
対
す
る
考
え
は
。

答
（
市
長
）�

　

ウ
ィ
メ
ン
ズ
チ
ャ
イ
ル

ド
ク
リ
ニ
ッ
ク
に
向
け
て

取
り
組
む
こ
と
に
な
る

が
、
実
際
の
と
こ
ろ
産
婦

人
科
医
３
人
、
小
児
科
医

３
人
の
計
６
人
が
必
要
に

な
る
。
予
算
は
約
２
億
５

千
万
必
要
に
な
る
。
取
り

組
み
方
法
を
考
え
な
が
ら

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
。

問�

　
５
月
17
日
の
日
報
紙
に

Ｓ
Ｍ
Ｃ
遠
野
に
新
工
場
、

部
品
供
給
21
社
入
居
へ
と

あ
り
、
２
０
２
５
年
に
は

本
格
稼
働
す
る
と
の
報
道

が
あ
っ
た
。
地
元
を
含
め

４
３
０
人
程
度
の
雇
用
の

見
込
み
、
遠
野
エ
リ
ア
に

一
大
部
品
供
給
用
地
を
構

問�

　
地
区
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
を
始
め
、
今
年
度
は

行
政
区
合
併
、
消
防
団
再

編
も
行
わ
れ
、
小
さ
な
拠

点
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
、

自
治
会
活
動
も
大
き
く
変

わ
っ
た
。交
付
金
の
も
と
、

地
域
住
民
の
創
意
と
工
夫

で
地
域
づ
く
り
を
し
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

　
高
齢
化
の
中
で
心
配
さ

れ
る
生
活
交
通
を
い
か
に

充
実
さ
せ
、
交
通
弱
者
の

行
動
範
囲
を
小
さ
く
し
な

い
か
が
大
切
で
あ
る
。

　
ま
た
地
域
づ
く
り
で
中

心
と
な
っ
て
い
く
人
材
の

育
成
も
必
要
と
考
え
る
。

　
自
然
豊
か
な
遠
野
を
守

り
育
て
永
遠
の
日
本
の
ふ

る
さ
と
を
次
世
代
へ
と
つ

な
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。こ
の
ま
ま
で
は
、

田
畑
も
荒
れ
環
境
も
悪
く

な
り
人
口
も
減
る
一
方
で

あ
る
。
市
長
の
考
え
る
永

遠
の
日
本
の
ふ
る
さ
と
遠

野
と
は
何
か
。

答
（
市
長
）�

　

私
は
、
役
所
に
入
り
そ

の
後
東
京
に
行
っ
て
き
た

の
で
遠
野
は
永
遠
の
日
本

の
ふ
る
さ
と
で
あ
っ
た
。

　

遠
野
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら

は
、
皆
さ
ん
と
ド
ン
ド
ン

話
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な

解
決
方
法
が
あ
る
の
か
が

次
の
時
代
を
つ
く
っ
て
い

く
こ
と
に
な
る
。

市
長	

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
で
す
ね

新田 勝見 議員

市
長
の
考
え
る

　

永
遠
の
日
本
の

　
　

ふ
る
さ
と
遠
野
と
は

一問一答方式

ふ
る
さ
と
商
社
の
改
革
に

つ
い
て

　

遠
野
市
観
光
の
面
的
活

性
化
を
目
的
に
、
観
光
遺

産
産
業
化
フ
ァ
ン
ド
の
支

援
を
受
け
て
、
地
域
活
性

化
支
援
機
構
（
Ｒ
Ｅ
Ｖ
Ｉ

Ｃ
（
レ
ビ
ッ
ク
））
が
地

域
金
融
機
関
等
と
連
携

し
、
同
商
社
の
経
営
改
革

と
併
せ
て
観
光
推
進
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
遠

野
の
ヒ
ト
、
モ
ノ
、
歴
史

文
化
を
織
り
交
ぜ
地
域
を

元
気
に
す
る
た
め
に
、
こ

れ
ま
で
の
経
営
分
析
と
新

し
い
経
営
に
取
り
組
ん
で

い
る
現
状
を
、
杉
村
シ
ニ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
か
ら
聞

い
た
。
委
員
か
ら
は
、
新

し
い
経
営
改
革
を
進
め
て

ほ
し
い
と
の
声
も
あ
り
、

遠
野
市
議
会
と
し
て
、
今

後
も
商
社
経
営
に
注
視
し

て
い
き
た
い
。

オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
の
講
習

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入
等
検

討
特
別
委
員
会
か
ら
、
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
に
つ
い
て
、

シ
ス
テ
ム
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
て
実
際

体
験
を
し
た
。
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
が
活
用
で
き
れ
ば

非
常
に
簡
単
に
会
議
が
で

き
便
利
だ
と
感
じ
た
。

「
重
文
千
葉
家
」の
工
事
の

状
況
に
つ
い
て

　

文
化
課
と
市
民
協
働
課

か
ら
説
明
を
受
け
、
そ
の

後
現
地
に
移
動
。
千
葉
家

は
３
階
建
て
の
土
蔵
と
馬

屋
の
間
に
あ
っ
た
便
所
も

文
化
財
に
指
定
、
本
年
度

は
主
屋
の
か
や
ぶ
き
屋
根

工
事
を
実
施
し
、
す
べ
て

の
工
事
が
完
成
す
る
の
は

令
和
９
年
度
で
、
令
和
10

年
度
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
と
い
う
こ
と
で
あ
っ

た
。

「
達
曽
部
中
斉
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
」の
現
状
に
つ
い
て

　

建
設
か
ら
29
年
が
経
過

し
雨
漏
り
２
カ
所
を
確
認

し
た
。
管
理
は
地
元
自
治

会
が
行
っ
て
い
る
。
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
は
雨
漏
り

の
た
め
電
気
、
水
道
は
使

え
な
い
。
し
か
し
、
施
設

本
体
は
ま
だ
利
用
で
き
る

状
態
で
あ
る
た
め
、
雨
漏

り
の
原
因
を
特
定
し
修
繕

を
進
め
、
利
活
用
を
図
る

必
要
が
あ
る
と
感
じ
た
。

 

会
長　

照
井　

文
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学んで
行動する
議会へ

調	

査	

日�

　
令
和
４
年
５
月
24
日

参
加
議
員	

18
名

市 

政 

調 

査 

会

産婦人科が絶対必要と思うが
市長 	諦めずにチャレンジする

３ 概要

(1) ウィメンズ・チャイルドクリニック（仮称）
・公設の産婦人科（分娩を取り扱わない）、小児科の無床診療所とする。
・遠野市の女性と子どものかかりつけ医として、市民の健康を守る。
・必要に応じて急性期や高度医療への橋渡し的な診療機能を行う。

(2) 産前産後ケアセンター
・出産前後の母親の身体的・心理的ケア、保健・栄養指導、授乳・乳房ケア、育児手技の指導などを行う。
・母親のセルフケア能力を育み、自信を持って子育てができるよう支援。
・産後うつに対応するため、メンタル的な対応も強化。

(3)  一体的に整備するメリット
・クリニックでは診療前後への継続的なケアができる。
・産前産後ケアでは医療とのアクセスができる。
・スタッフ、建物、機器の共有による負担軽減、健診・予防接種の受託が可能。
・質の高い医療・サポートが提供できると共に、医師の負担軽減にも繋がることから医師確保に大きな
アドバンテージになる。
・利用者はワンストップで健康について必要な医療・ケア・相談・支援が完結する。

構想①

構想②

４ 検討委員会の役割

５ 今後の予定

「構想①」と「構想②」それぞれに、有識者や関係機関・団体の代表で組織する検討委員会を設置し、推
進方針の検討を行うとともに、その内容等に関し意見を述べていただきます。

〇 検討委員会のほか、広く市民からの声を聴くために、適宜、市民懇談会を開催することとしています。
〇 本検討委員会での推進方針を踏まえて、市議会への説明、事業の推進に係る詳細な費用積算や県等の関
係機関との協議を進めていくこととなります。

令和 3 年度政務活動費執行状況（令和3年4 月～令和 4 年 3月）
政務活動費を公表します 　議員の調査研究活動のために交付される「政務活動

費」を下記のとおり公表します。交付額は 1 人につき
60,000 円（月額 5,000 円）で、執行率は 70％でした。

「政務活動費」は、議員の調査研究、研修や市政の課題及び市民の意思を把握して、市政に反映させる活動に充てられますが、
交付額を超過して支出した場合は自己負担となります。なお、残額 320,803 円については、遠野市に返還しました。

議　員　氏　名 交付額 調査研究費 研修費 広報費 会議費 資料作成費 資料購入費 支出合計 政務活動費分
執行額 執行率

1 小 松 正 真 60,000 6,288 3,240 37,365 46,893 46,893 78%
2 佐々木恵美子 60,000 1,260 19,800 21,060 21,060 35%
3 菊 池 浩 士 60,000 5,000 29,618 20,400 55,018 55,018 92%
4 佐 々 木 敦 緒 60,000 66,000 5,280 33,456 104,736 60,000 100%
5 佐 々 木 僚 平 60,000 32,253 33,000 65,253 60,000 100%
6 小 林 立 栄 60,000 7,490 10,002 22,770 40,262 40,262 67%
7 菊 池 美 也 60,000 1,616 25,930 972 12,276 40,794 40,794 68%
8 萩 野 幸 弘 60,000 58,700 1,790 60,490 60,000 100%
9 瀧 本 孝 一 60,000 3,000 21,500 67,348 91,848 60,000 100%
10 多田　　　勉 60,000 37,416 37,416 37,416 62%
11 菊 池 由 紀 夫 60,000 2,852 40,887 43,739 43,739 73%
12 菊 池 巳 喜 男 60,000 5,863 21,500 38,211 65,574 60,000 100%
13 照 井 文 雄 60,000 2,203 5,000 47,685 17,331 72,219 60,000 100%
14 荒 川 栄 悦 60,000 0 0 0%
15 安 部 重 幸 60,000 0 0 0%
16 新 田 勝 見 60,000 0 0 0%
17 佐々木大三郎 60,000 2,152 51,863 54,015 54,015 90%
18 浅 沼 幸 雄 60,000 62,767 62,767 60,000 100%

合　　計 1,080,000 17,230 107,272 66,000 3,240 262,680 405,662 862,084 759,197 70%



⃝欄に適切な
言葉を入れて
下さい

議会
だよりク イ ズ

その ❶    4 月から始まった産後◯◯・デイサー
ビスで育児をサポートします。

その ❷    荒川高原と石羽根牧野に放牧された
馬と牛に◯◯タグを付け、位置や健康
管理を行うシステム。

その ❸    重要文化財千葉家は土蔵と馬屋の間に
ある◯◯も文化財に指定されました。

編編  

集集  

後後  

記記

環境にやさしい
植物性100％インク
を使用しています
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石	直		亮	彦	さん（附馬牛町）

わわたたししののひひととこことと

　

東
日
本
大
震
災
後
に
附
馬
牛
に
戻
り
、

10
年
が
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
小
さ
い

な
が
ら
も
農
地
が
あ
っ
た
の
で
ピ
ー
マ
ン
、

と
う
も
ろ
こ
し
を
や
っ
て
い
ま
す
。
農
業

で
あ
れ
ば
自
分
で
作
業
時
間
、
自
由
時
間

を
決
め
ら
れ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
地
域
の

活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
な
か
で
も
、

数
年
前
か
ら
始
ま
っ
た
地
域
づ
く
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
へ
参
加
し
、
附
馬
牛
の
お
宝

ビ
デ
オ
を
作
成
し
て
動
画
サ
イ
ト
へ
載
せ

よ
う
と
奮
闘
中
で
す
。

　

20
数
年
東
京
で
暮
ら
し
て
戻
っ
て
き
て

み
る
と
今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
こ
と
が

見
え
て
き
ま
す
。
田
舎
は
何
も
な
い
と
い

う
け
れ
ど
、
実
は
た
く
さ
ん
の
お
宝
が
あ

る
の
で
す
ぞ
。
ク
マ
に
気
を
付
け
て
見
て

周
っ
て
く
だ
さ
い
。

　このコーナーは、市民の皆様の
まちづくりの夢や希望などを掲載
しています。掲載を希望される方
は、お気軽に当事務局までお申し
出ください。

《応募方法》　クイズの答え・住所・氏名・年齢をお書
きのうえ、ハガキやメールでご応募ください。議会
だよりを読んだ感想や、議会へのご意見もお書き添
えください。ご意見等は、「市民の声」のコーナーで、
できるだけご紹介させていただきます。
　応募者の中から、抽選で３名の方にすずらん商品
券1,000円分をお贈りします。
（当選者の発表は発送をもって代えさせて頂きます。）
《あ て 先》 〒028-0592���遠野市中央通り９番１号
　　　　　�遠野市議会事務局�宛
メールでも応募できます！！ ��gikai@city.tono.iwate.jp
《しめきり》　令和４年８月19日（金）（当日消印有効）

～議会だより 69号クイズの答え～
その①�171　　その②�夜景　　その③�ドームこの議会だよりの中に答えがあるので、

最初から最後まで読んでみてください

　
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
侵
略

が
始
ま
り
４
か
月
以
上
が
経
過
し
ま
し

た
。
即
時
無
条
件
の
撤
退
を
改
め
て
求
め

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
侵
略
の
影
響
が

遠
野
市
に
も
物
価
高
騰
な
ど
色
濃
く
出
始

め
ま
し
た
。
ガ
ソ
リ
ン
・
食
料
品
・
日
用

品
あ
ら
ゆ
る
モ
ノ
に
影
響
が
出
て
お
り
、

底
が
見
え
な
い
状
態
で
す
。

　
暗
い
話
題
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

先
日
ネ
パ
ー
ル
か
ら
初
め
て
の
技
能
実
習

生
が
遠
野
入
り
し
た
と
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り

ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
地
震
の
際
に
遠
野
か

ら
支
援
に
入
り
、
現
地
に
日
本
語
学
校
を

作
り
今
回
の
受
入
に
繋
が
り
ま
し
た
。
新

た
な
絆
に
期
待
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　
私
た
ち
の
任
期
も
残
り
数
か
月
と
な
り

ま
し
た
。
残
る
発
行
回
数
は
１
回
と
な
り

ま
す
。
最
後
の
最
後
ま
で
市
民
の
皆
さ
ま

に
分
か
り
や
す
く
議
会
の
様
子
を
お
届
け

し
て
ま
い
り
ま
す
。

�

（
小
松
）


